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Abstract Relationship between flower visiting activity and environmental factors in the 
Danaidae butterflies was investigated in the butterfly house. The flower visiting activities of 
Idea leuconoe showed two peaks in the morning and afternoon on a fine day. But on a cloudy 
day, their activities showed a unimodal peak at noon. These results suggest that their activities 
were depressed by high temperature. In Anosia genutia, the flower visiting activities were not 
depressed by high temperature on a fine day. But, their activities were more depressed by low 
light intensity and low temperature than in I leuconoe on a cloudy day. 
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は じ め に 


マダ ラチ ョ ツウ 科 の チョ ウ は 全 世 界 の 熱帯 , 亜熱帯 に 広く 分 布 し , 日 本 に は オオ ゴマ ダラ , スジ グロ カ 
バ マ ダラ , カバ マダ ラ , リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ な ど が 主 に 南西 諸島 以 南 に 分 布 し て いる . これ ら 
の チョ ウ は 花 の 蜜 を 好む た め , 南西 計 島 で は いろ いろ な 花 に 群がる これ ら の チョ ツウ の 姿 を 見 る こと が 
で きる . 


と ころ で , チョ ウ の 訪 花 活動 と 環境 条件 と の 関係 に つい て は これ まで に も 多く の 報告 が ある ( 津 吹 他 , 
1975, 1977g, 1977b). これ ら の 報告 は すべ て 野外 で チョ ウ の 飛翔 活動 や 訪 花 活動 を 観察 し , 環境 条件 と 
の 関係 を 検討 し た も の で ある . LOL, チョ ウ の 活動 を 取り 巻く 環境 条件 は 複雑 に 絡み ああ っ て いる 上 
に , 体内 時 計 な どの 内 的 リズ ム も 関係 し て いる と 考え られ て いる . そこ で , 最近 で は 環境 条件 を 一 定 
に し た 実験 室内 で モン シロ チョ ウ の 日 周 活動 を 調査 する 試み も 行わ れ て いる (柴田 他 , 1997). 近年 
各地 に 昆虫 館 が 建設 され て いる が , それ ら の 施設 に 備 を られ て いる 放 蝶 温室 で は , 環境 条件 を 完全 に 
制御 する こと は で き な い も の の , チョ ウ の 訪 花 活動 や 日 周 活動 の 調査 を 行なう こと も 可能 で ある . 


筆者 ら は 放 蝶 温室 内 で マダ ラチ ョ ツウ の 訪 花 活動 を 観察 し た 結果 か ら . オオ ゴマ ダラ は 高温 に よる 活動 
抑制 を 受け や すく , スジ グロ カバ マダ ラ は 受け 難い の で は な いか と いう 推測 を 得 て い た (瀬田 他 , 
1999) Lal, この 時 は 1 日 の み の 観 察 で あり , 訪 花 活動 と 環境 条件 と の 関係 を 十分 に 検討 で きた わ 
け で は な か っ た . そこ で , 今回 は 異な っ た 環境 条件 の 下 で オオ ゴマ ダラ と スジ グロ カバ マダ ラ の 訪 花 
活動 を 調査 し た と ころ , これ ら の チョ ウ の 訪 花 活動 と 環境 条件 に は 興味 深い 関係 が 存在 する こと が 明 
ら か に な っ た の で , その 結果 を 報告 する . 
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材料 お よび 方 法 


観察 に 使わ ん た オオ ゴマ ダラ と スジ グロ カバ マダ ラ は , いずれ も 沖縄 県 石垣 島 で 採集 し た メス か ら 採 
SNL, 足立 区 生物 園 で 累代 飼育 し た も の で ある . 観察 当日 の 各 マ ダラ チョ ウ の 推定 個体 数 は , オオ ゴブ 
マダ ラ 約 30 頭 , スジ グロ カバ マダ ラ 約 60 頭 で あ る . な お 観察 に 利用 し た チョ ウ の 羽化 後 の 日 数 に つ 
いて は , スジ グロ カバ マダ ラ は 羽化 後 5-20 日 の 比較 的 若い 個体 が 多く , ECI 
か ら 60 日 以上 の も の が 混在 し て いた . 


観察 場所 と な っ た 足立 区 生物 園 の 温室 は 東西 約 16m, 南北 約 30m, 高き 最大 15 m の 空間 で ある . 温 
室内 に は ビ ロ ウ , へ ゴ な どの 熱帯 植物 が 植 教 され , 南西 諸島 の 森林 の 環境 が 再現 きれ て いる . この 温 
室 の 中 に ベニ デマ リ (Ixora coccinea L.) BERS NUTA. ベニ デマ リ は あか ね 科 の 低木 で , URE 
の サン ダン カ (Ixora chinensis Lank.) と と も に , この 温室 内 で は オオ ゴマ ダラ や スジ グロ カバ マダ ラ 
の 重要 な 吸 蜜 植物 と な っ て いる . そこ で , 今回 の 観察 で は ベニ デマ リ に 吸 密 に 来る オオ ゴマ ダラ と ス 
ジグ ロカ バ マ ダラ の 訪 花 活動 を 観察 し た . 


観察 は 1998 年 10 H 20,24,25 日 の 3 日 間 , 8 時 30 分 か ら 16 時 (10 月 25 日 は 16 時 30 分 ) まで 行 
な っ た . COR, 温室 の 環境 条件 と し て 照度 , 気温 , HAE (温度 計 の アル コー ル 球 部 分 を 黒い ビ 
ニー ル テ ー プ で 従っ た も の を 日 向 に 置く ) を 30 分 間隔 で 測定 し た . 照度 測定 に は , 50,000 lx 以下 の 場 
合 は 共立 電気 計器 の 光電 池 照 度 計 model 5200, 50,000 lx を 越え た を と き は セコ ニッ クス タ ジ オ デラ ッ ク 
ス model L-398M を 使用 し た . 


結果 


温室 内 の 環境 条件 


10 月 20 日 は 観察 開始 時 か ら 10 時 ご ろ ま で 晴天 が 続き , HA CHEE ORE E BIT LAL 
た . し か し , 10 時 過ぎ に 雲 が 広がり は じ め , 夕方 まで 曇 の 状態 が 続い た . この た め , 照度 と 皿 射 温度 
は 10 時 30 分 以後 急激 に 低下 し た が , 11 時 以後 は 明る い 曇 の 状態 が 続 ら た た た め ,。 夕方 まで それ ほど 
大 き な 変 化 は な か っ た (Table 1). 


Table 1. The environmental factors and flower visiting individuals in Octorber 20. 





Number of individuals 








Time Light Atmospheric Radiant 
intensity (Ix) temperature °C) heat (C) io A. genutia 

8:30- 9:00 29,000 23.0 26.5 10 I 
9:00- 9:30 40,000 24.0 29.5 I 3 
9 : 30-10: 00 43,500 24.5 31.5 
10 : 00-10: 30 * 30,500 24.5 30.5 3 10 
10: 30-11: 00 9,000 24.5 27.0 12 9 
11: 00-11: 30 5,000 24.0 24.5 4 1 
11 : 30-12 : 00 4,750 23.5 24.0 10 

12 : 00-12 : 30 6,000 23.5 24.5 7 7 
12 : 30-13 : 00 7,250 24.0 24.5 10 7 
13 : 00-13 : 30 7,000 24.0 24.5 8 8 
13 : 30-14 : 00 5,250 23.5 24.0 6 3 
14 : 00-14: 30 3,500 23.5 24.0 I 
14: 30-15: 00 3,150 23.5 23.5 5 1 
15 : 00-15 : 30 2,200 23.0 23.0 l 
15 : 30-16 : 00 1,050 22.5 22.5 
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Table 2. The environmental factors and flower visiting individuals in October 24. 


Time 





Light 


intensity (Ix) temperature (°C) 





8:30- 9: 
9:00- 9: 
9: 30-10: 
10: 00-10: 
: 00 
: 30 


10: 30-11 
11: 00-11 


11 : 30-12: 
12 : 00-12: 
12 : 30-13: 
: 30 
13 : 30-14: 
14: 00-14: 
14:30-15: 
15 : 00-15: 
15 : 30-16: 


13 : 00-13 


30 


30 


00 
30 


00 


30 


30 
00 





Table 3. 


Time 


8:30- 9: 
9:00- 9: 
9: 30-10: 
10: 00-10: 
10: 30-11: 
11: 00-11: 
11:30-12: 
12: 00-12: 
12: 30-13: 
13: 00-13: 
13: 30-14: 
14: 00-14: 
14: 30-15: 
15: 00-15: 
15: 30-16: 
16: 00-16: 


10 月 24 日 は 朝 か ら 時 々 小雨 の 降る 曇 の 状態 が 1 日 中 続い た 


3,500 
3,600 
3,600 
4,800 
6,300 
8,500 
7,500 
4,950 
4,950 
5,500 
3,750 
2,500 
2,800 
2,150. 

750 


Atmospheric 


16.5 
16.5 
16.5 
17.0 
17.5 
17.5 
18.0 
18.5 
18.5 
19.0 
18.5 
18.0 
18.0 
18.0 
17.5 





Radiant 
heat (°C) 


17.0 
17.0 
18.5 
19.0 
19.0 
19.0 
19.5 
19.0 
18.5 
19.0 
19.0 
18.5 
18.0 
18.0 
17.5 


Number of individuals 


L leuconoe 


12 


11 


A. genutia 


— WwW N = 


The environmental factors and flower visiting individuals in October 25. 





Light 


intensity (lx) temperature (°C) 


38,500 
48,500 
50,000 
51,500 
55,000 
55,000 
55,000 
55,000 
55,000 
43,500 
77,000 
37,500 
24,500 
14,500 

8,250 

2,100 


Atmospheric 


23 
24 
25.5 
26 
26.5 
27 
26.5 
26.5 
26.5 
26 
26 
26 
25.5 
25 
24.5 
24 





Radiant 
heat (CC) 


33.5 
31.5 
30.5 
30 
30 
30 
29 
28.5 
26 


Number of individuals 


/ leuconoe 


6 
10 


N 


Ww W いう UN = DO N N 


A. genutia 


6 
9 
8 
14 


— 


Nw ひい fF た ~ ーー 


この た め , RE, 気温 , BABE: d 


ほとん ど 上 昇 し な か っ た . た だ , 10 時 30 分 頃 か ら 12 時 頃 ま で , わずか な 時 間 だ が 雲 が 落 く な り , E 
度 と 四 射 温度 が 若干 上 昇 し た (Table 2) 
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Figs 1-3. The activity of Idea leuconoe. 1. October 20. 2. October 24. 3. October 25. 
Gesar light intensity, ———-— air temperature, radiant heat). 


10 H 25 日 は 快晴 で , 照度 , 気温 , EARE biz BURR DSA D DPD TKD, 14 
00 以後 は 照度 , 気温 , WAE & b Feie (Table 3). 


これ ら 3 日 間 の 環境 条件 を まとめ る と , 10 H25 日 は 快晴 で 照度 , W WIRE L bR, 高 照度 , 
高温 条件 , 10 月 24 日 は 曇 で 照度 , 気温 , NREL dD ELST, (RARE, 低温 条件 , 10 月 20 日 は 晴 
の ち 曇 で 環境 条件 の 変化 が あっ た 日 と な る . 

オオ ゴマ ダラ の 訪 花 活動 

10 月 20 日 の オオ ゴマ ダラ の 訪 花 活動 は 観察 を 開始 し た 8 時 30 分 に は 既に 活発 に な っ て いた . と ころ 
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Figs 4-6. The activity of Anosia genutia. 1. October 20. 2. October 24. 3. October 25. 
(----- light intensity ; ーーーー air temperature, radiant heat). 





D, 9 時 を 過ぎ る と 訪 花 個体 数 は 急激 に 減少 し た . この 時 の 照度 は 40,000 Ix, HIZA 29.5°C に な っ て 
BO, SHE, 高 幅 射 温度 は 10 時 頃 ま で 続い た いた . 10 時 を 過ぎ る と 雲 が 広がり , 照度 , SSE 
と も 下降 に 転じ , 10 時 30 分 に は 照度 9.000 Ix, 四 射 温度 27C ま で 低下 し た . 訪 花 活動 は 10 時 30 分 
以後 再び 活発 に な り , 10 時 30 分 か ら 11 時 の 間 に は この 日 最大 の 訪 花 回 数 を 記録 し た . FOR, 一 時 
的 に 訪 花 回 数 が 少な い 時 間 帯 も あっ た が , 13 時 まで は 断続 的 に 訪 花 活動 が 観察 され た . 13 時 以後 は 
減少 傾向 と な っ た が , 訪 花 活動 は 15 時 30 分 まで 続い た . 1S 時 30 分 以後 の 訪 花 活動 は 見 られ な か っ 
た (Table 1, Fig. 1). 
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10 月 24 日 は 朝 か ら 曇 空 で チョ ウ の 活動 は 鈍く , 観察 開始 の 8 時 30 分 に 訪 花 活動 を し て いる 個体 は い 
な か っ た . 最初 の 訪 花 活動 が 観察 きれ ん た の は 9 時 30 分 を 過ぎ て か ら で あ る . その 後 , 10 時 30 分 か ら 
12 時 の 間 に 訪 花 活動 は 最も 活発 に な っ た . この 時 間 帯 は 雲 が 薄く な り , FARE LB D LL ye RF 
間 帯 で ある . 12 時 を 過ぎ る と 雲 が 厚く な り , RE CBRE RP Use. 12 時 以後 は , 13 時 過ぎ と 
14 時 30 分 過ぎ に 数 回 の 訪 花 が 見 られ た 以外 に は , ほとん ど 活 動 が 見 られ な か っ た (Table 2, Fig. 2). 


10 月 25 日 は 快晴 で 10 月 20 日 と 同様 8 時 30 分 の 観察 開始 時 に は 吸 窒 活動 が 活発 に な が っ て いた . し か 
L, 9 時 30 分 に 照度 50.000 Ix, PEINER 31°C を 超え る と 訪 花 回 数 は 急激 に 減少 し た . 特に 9 時 30 分 
か ら 10 時 30 分 まで の 1 時 間 に は , 訪 花 個 体 は 全く 観察 きれ な か っ た . 日 中 の 時 間 帯 (10 時 30 分 か 
ら 13 時 30 分 ) に も 何 回 か の 訪 花 が 観察 さん た が , その 回 数 は 少な く , オオ ゴマ ダラ の 訪 花 活動 が 再 
び 活 発 に な っ た の は , 13 時 30 分 を 過ぎ て か ら だ っ た . この 時 の 環境 条件 は , 照度 が 50,000 lx を 下 
回 っ て 下降 に 転じ , 輸 射 温度 も 30C 程度 まで 下がっ て 来 た 時 だ っ た . その 後 , 夕方 に か け て ある 程 
度 の 訪 花 が 観察 きれ た (Table 3, Fig. 3). 


スジ グロ カバ マダ ラ 

10 月 20 日 の スジ グロ カバ マダ ラ の 訪 花 活動 は , 観察 開始 時 に は それ ほど 活発 で は な か っ た が , 時 間 
の 経過 , RE CBRE OLA CL, 訪 花 個体 数 が 増加 し た . そし て , 10 時 か ら 11 時 の 間 に , 
最も 活発 な 訪 花 活動 が 見 られ た が , この 時 は 雲 が 広がり は じ め , FRE CRIES PRIZE Tk. 
その 後 , 11 時 か ら 12 時 の 間 は 訪 花 活動 が ほとん ど 観 察 さ れ な か っ た が , 12 時 を 過ぎ る と 訪 花 回 数 は 


再び 増加 し , 12 時 か ら 13 時 30 分 の 問 に , 活発 な 訪 花 活動 が 観 窪 され た . 訪 花 活動 は 13 時 30 分 を 過 
ぎる と 不 活発 に な り , 14 時 以後 の 訪 花 回 数 は わずか 1 回 だ け だ っ た (Table 1, Fig. 4). 


10 月 24 日 は 朝 か ら 曇 空 だ っ た た め , 1 日 を 通し て チョ ウ の 活動 は 鈍く , 訪 花 活動 は わずか 8 回 し か 
観察 きれ な か っ た . 訪 花 活動 の ほとん ど は 雲 が 薄く な り , RE CHE DdT Pic LAL LK 
30 分 か ら 12 時 の 間 に 集中 し て いた (Table 2, Fig. 5). 


10 月 2 日 は 快晴 だ っ た た め , 8 時 30 分 の 観察 開始 時 か ら 活 発 な 訪 花 活動 が 観察 きれ ん た. この 日 は 午 
前 中 に 活発 な 訪 花 活動 が 見 られ , 30 分 当たり の 訪 花 回 数 も 10 回 前 後 と 安定 し て いた . 訪 花 回 数 が 最 
大 と な っ た の は 10 時 30 分 か ら 11 時 の 間 で あり , この 時 間 帯 に 14 回 の 訪 花 が 観察 きれ た . 12 時 30 
分 以後 , 訪 花 回 数 は 減少 に 転じ , 15 時 以後 の 訪 花 活動 は 観察 され な か っ た (Table 3, Fig. 6). 


考 äg 


チョ ウ の 飛翔 活動 や 訪 花 活動 と 環境 条件 の 関係 に つい て は 多く の 報告 が ある . 活動 が 双 峰 型 と な る も 
DELT, クロ ツバ メシ ジミ (秋田 , 1979) や イチ モン ジ セ セリ (尾崎 ・ 山 下 , 1951) の 例 が 報告 され 
て いる . これ ら は いずれ も 夏季 の 高温 と 高 照 度 に より 活動 が 抑制 され た も の と 考え られ て いる . Ek, 
モン シロ チョ ツウ の 飛翔 , 訪 花 活動 を 観察 し た 結果 か ら は , 活動 の 活発 な 時 間 帯 が 低温 に よっ て 抑制 き 
れる 場合 は 午後 、 高温 に よっ て 抑制 され る 場合 は 午前 中 に な り , 高温 に よる 抑制 が 極端 に な る と 双 峰 
型 に な る こと が 報告 きれ て いる (LH, 1954. さき さらに, モン キチ ョ ウ の 飛翔 活動 を 平地 と 高地 で 比較 
し た と と ころ , 同じ 季節 で も 活動 性 に 違い が あり , 気温 の 高い 平地 で は 日 周 活動 が 双 峰 型 に な る こと が 
報告 され て いる (Tsubuki and Takizawa, 1996). 


今回 の 観察 結果 か ら オ オ ゴ マダ ラ の 訪 花 活動 を まとめ る と , 以下 の よう な 特徴 が 認め られ る . 10 月 
25 日 は 快晴 で , 照度 , 気温 , BRED <, 温室 内 は 高温 条件 に な っ て お り , 9 時 30 分 以前 と 13 
時 30 分 以後 に 活動 が 活発 に な る と いう 双 峰 型 の 活動 パタ ー ン を 示し た . Chit, 日 中 の 高 照度 と 高 
四 射 温度 に より 訪 花 活動 が 抑制 きれ たため と 考え られ る . これ に 対し て , 10 月 24 日 は 照度 , 気温 , 
四 射 温度 が 低く , オオ ゴマ ダラ の 訪 花 活動 は 押 制 きれ て いた が , 10 時 30 分 か ら 12 時 に か け て 一 時 的 
ee a OC 
に 変化 し た 日 で ある . 観察 開始 時 に 活発 だ っ た 訪 花 活動 は 9 時 を 過ぎ , 照度 と 起 射 温度 が 上 昇る 7 
不 活発 に な っ た が , 10 時 過ぎ に 雲 が 広がり , RE l EREDT L BUER. この こと 
は オオ ゴマ ダラ の 訪 花 活動 が 高 照 度 , 高 幅 射 温度 時 に は 抑制 きれ る こと を 示唆 し て いる . 


これ に 対し て , スジ グロ カバ マダ ラ の 場合 は . オオ ゴマ ダラ の よう に 9 時 30 分 以前 と 13 時 30 分 以 
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後に ピー ク を 持つ よう な 双 峰 型 の 活動 パタ ー ン は 示さ な か っ た だ た. 気温 , BARE Ld PAAR OR 
10 月 23 日 は 訪 花 活動 の 活発 な 時 間 帯 と 照度 , 四 射 温度 の 高かっ た 時 間 帯 が ほぼ 一 致し て いる . 照度 , 
気温 , 幅 射 温度 が いずれ も 低かっ た 10 月 24 日 は 照度 と 幅 射 温 度 が わずか に 上 昇 し た 時 間 帯 に 集中 し 
て 訪 花 活動 が 見 られ た . し か し , この 日 の 訪 花 回 数 は わずか 8 個体 で あり , 他 の 2 日間 に 比べ る と 非 
常に 少な か っ た . 気象 条件 に 変化 の あっ た 10 月 24 日 の 活動 パタ ー ン も , 双 峰 型 と いう より 一 時 的 に 
活動 が 途切れ た 時 間 帯 の ある 単 峰 型 と 解釈 し た 方 が よさ そう で ある . アカ タテ ハ と ヒメ アカ タテ ハ の 
訪 花 活動 を 調べ た 津 吹 ら ちの 報告 (19772) に よる と , 夏期 の 高温 時 に は 比較 的 低 照 度 で も 訪 花 が 行わ れ 
る が , 秋期 に な り 温 度 が 下がっ て くる と 高 照度 で な いと 訪 花 は 見 られ な く な る と し て いる . 10 月 20 
日 は 10 時 を 境 に 環境 条件 が 変化 し た が , 気温 , 四 射 温度 と も スジ グロ カバ マダ ラ の 訪 花 活動 を 抑制 
する ほど の 低温 条件 に は な ら な か っ た た め , 比較 的 低 照 度 条件 で も 訪 花 活動 が 継続 し て 見 られ た も の 
と 考え られ る . 


以上 の よう に , オオ ゴマ ダラ と スジ グロ カバ マダ ラ の 訪 花 活動 の 特徴 を 比較 する と , オオ ゴマ ダラ は 
照度 、 気温 , 四 射 温度 の 高い 時 に は 訪 花 活動 が 不 活発 に な る た め , この 時 期 の 晴天 の 温室 内 で は 双 峰 
型 の 活動 を 示し た . これ に 対し て , スジ グロ カバ マダ ラ は 晴天 で の 照度 , 気温 , 四 射 温度 が 高く な る 
時 に も ぉ 活動 抑制 は 受け 難い が , 曇天 で 照度 , 気温 , 四 射 温度 が 低い 時 に は 活動 が 大 きく 抑制 きれ た . 
チョ ウ の 訪 花 活動 は 環境 条件 以外 に も 体内 時 計 に よる 内 的 リズ ム が 関係 し これ ら の 要因 が 複雑 に 絡 
み 合 っ て 決定 され て いる と 考え られ て いる た だ ため, これ ら の チョ ウ の 訪 花 活動 が 環境 条件 だ け に よっ て 
決め られ て いる わけ で は な い . Ke, チョ ウ の 行動 に は この 他 に 配偶 や 産卵 な どの 行動 が あり , 今後 
は これ ら の 行動 と の 関係 も 合わ せ て 研究 を 進め る 必要 が ある . し か し , 同じ マダ ラチ ョ ウ 科 の チョ ウッ 
で ある オオ ゴマ ダラ と スジ グロ カバ マダ ラ の 訪 花 活動 が 環境 条件 に よっ て これ ほど 異な る と いう こと 
は , これ ら の チョ ウ の 行動 や 生態 を 研究 する 上 で 興味 深い 知見 に な る も の と 思わ れる . 
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Summary 


Relationship between flower visiting activity and environmental factors of the Danaidae butterflies 
were investigated in the butterfly house. 


The activities of Idea leuconoe and Anosia genutia were observed in the butterfly house at Biopark 
of Adachi, Tokyo. There were many tropical plants in the butterfly house, and an environment of 
tropical forest was created. Ixora coccinea was an important nectar plant for 7 leuconoe and A. 
genutia in the butterfly house. The flower visiting individuals and environmental factors were 
measured every 30 minutes on October 20, 24, and 25 in 1998. The weather was fine to cloudy on 
Oct. 20, cloudy on Oct. 24, and fine on Oct. 25. 


The activities of I euconoe on Oct. 25 showed two peaks; one at 9: 30 and the other after 13 : 30. 
It was very fine on this day. Light intensity in the butterfly house was strong, air temperature and 
radiant heat were high through the daytime. On Oct. 24, a cloudy day, the activities showed a 
unimodal peak from 10:30 to 12:00. On this day, the clouds broke and light intensity rose 
slightly. The bimodal type of diurnal activities in butterflies has been reported in many cases. 
This was caused by the high temperature inhibition in their activities. It is suggested that the 
activities of I leuconoe were depressed by high temperature, similarly to previous cases. This 
supposition is supported by observations on Oct. 20. The activities that were brisk in the morning 
decreased after 9:00. After 10: 30, the sky clouded over. The flower visiting butterflies increased 
again with the drop of light intensity and radiant heat. 


The activities of A. genutia were brisk in the daytime on Oct. 25. They were not depressed by high 
temperature. But, the flower visiting individuals were very few on Oct. 24. They were concentrated 
from 10:30 to 12:00. In this time, the clouds broke and light intensity rose slightly. Their 
activities were depressed by low environmental factors. On Oct. 20, the weather was fine and cloudy 
later. Light intensity and radiant heat dropped after 10:30 but atmospheric temperature did not 
so drop. The activities were brisk in daytime. It is suggested that the activities of A. genutia were 
not depressed by high temperature but they were more depressed by low temperature than in Z. 
leuconoe. 
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